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仁
和
三
年
の
南
海
地
震
と
平
安
京
社
会 

今
津 

勝
紀 

  

は
じ
め
に 

―
九
世
紀
後
半
の
危
機
― 

•  

連
続
す
る
大
震
災
（
貞
観
五
年
＝
越
中
・
越
後
、
貞
観
一
〇
年
播
磨
、

貞
観
十
一
年
陸
奧
、
貞
観
十
一
年
肥
後
？
、
元
慶
二
年
相
模
・
武
蔵
、

元
慶
四
年
出
雲
） 

•  

貞
観
年
間
の
飢
饉
と
疫
病
（
御
霊
会
・
咳
逆
）、
火
山
の
噴
火
） 

•  

新
羅
の
海
賊
（「
城
主
」･

「
将
軍
」
自
称
、
乱
立
。
海
賊
の
発
生
）・

唐
の
混
乱
（
黄
巣
の
乱
、
流
民
・
流
寇
・
流
賊
の
発
生
） 

※
危
機
へ
の
対
応
、
律
令
制
の
崩
壊
（
今
津
二
〇
一
一
） 

•  

歴
史
上
の
南
海
地
震
＝
天
武
十
三
年
（
六
八
四
）・
仁
和
三
年
（
八
八

七
）・
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）・
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）・
明
応
七
年

（
一
四
九
八
）・
慶
長
九
年
（
一
六
〇
五
）・
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）・

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）・
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
） 

 

一
、
古
代
に
お
け
る
南
海
地
震 

 

仁
和
三
年
（
八
八
七
）
の
南
海
地
震 

七
月
二
日
◆
夜
地
震
。 

七
月
六
日
◆
是
夜
、
地
震
。 

七
月
卅
日
◆
申
時
、
地
大
震
動
す
。
数
剋
を
経
歴
れ
ど
も
、
震
れ
猶
ほ

止
ま
ず
。
天
皇
、
仁
寿
殿
よ
り
出
で
た
ま
い
て
、
紫
宸
殿
南
庭
に
御

す
。
大
蔵
省
に
命
じ
て
、
七
丈
幄
二
つ
を
立
て
、
御
在
所
と
な
し
た

ま
う
。
諸
司
の
倉
屋
及
び
東
西
京
の
廬
舎
、
往
往
顛
覆
し
、
圧
殺
さ

る
者
衆
し
。
失
神
頓
死
す
る
者
あ
り
。
亥
時
、
又
た
震
三
度
。
五
畿

内
七
道
諸
国
、
同
日
大
震
。
官
舎
多
損
し
、
海
潮
陸
に
漲
り
、
溺
死

せ
る
者
勝
げ
て
計
う
べ
か
ら
ず
。
其
中
摂
津
国
尤
甚
し
。
「夜
中
東

西
有
声
、
如
雷
者
二
」
。 

 

 

東
海
・
東
南
海
と
の
連
動
性
↓
八
ヶ
岳
の
崩
壊
・
表
層
地
滑
り
・
噴
砂 

◎
「重
今
月
八
日
信
濃
国
、
山
頽
河
溢
。
唐
突
六
郡
、
城
廬
払
地
而
流

漂
。
戸
口
随
波
而
没
溺
。
」（
仁
和
四
年
五
月
二
八
日
詔
）
は
、
八
ヶ
岳
大

月
川
岩
な
だ
れ
に
よ
る
（
石
橋
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
、
早
川
二
〇
一
〇
）。 

◎
静
岡
県
静
岡
市
上
土
遺
跡
の
表
層
地
滑
り
痕
跡
（
矢
田
一
九
九
四
） 

◎
愛
知
県
稲
沢
市
の
地
蔵
超
遺
跡
の
噴
砂
跡
（
寒
川
一
九
九
七
）。 

※
仁
和
三
年
地
震
は
、
東
海
・
南
海
連
動
型
の
巨
大
地
震
。 

 
 

南
海
地
震
の
発
生
間
隔 

天
武
十
三
年
（
六
八
四
）十
月
壬
辰
◆
人
定
に
逮
り
て
、
大
地
震
。
国

挙
り
て
男
女
叫
び
唱
ひ
て
、
不
知
東
西
。
則
ち
山
崩
れ
河
涌
く
。
諸

国
郡
官
舎
、
及
百
姓
倉
屋
、
寺
塔
・
神
社
、
破
壊
之
類
、
不
可
勝
数
。

由
是
、
人
民
及
六
畜
、
多
く
死
傷
す
。
時
に
伊
与
湯
泉
、
没
而
不
出
。

土
左
国
田
菀
五
十
余
万
頃
、
没
し
て
海
と
な
る
。
古
老
曰
く
、
「是
の

若
く
、
地
動
く
こ
と
、
未
曽
有
也
」
。
是
夕
、
鳴
る
声
有
て
鼓
の
如
く
、

東
方
に
聞
ゆ
。
人
有
り
て
曰
く
、
「
伊
豆
島
西
北
二
面
、
自
然
に
増

益
す
る
こ
と
、
三
百
余
丈
。
更
に
一
島
と
為
れ
り
。
則
ち
鼓
の
如
き

音
は
、
神
是
島
を
造
る
響
也
」
。 

◎
仁
和
と
康
和
の
間
・
箸
尾
遺
跡
（
寒
川
一
九
九
二
）、
康
和
と
康
安
の
間
・
石

津
太
遺
跡
（
寒
川
二
〇
〇
一
）
な
ど
事
実
の
集
積 

◎
南
海
ト
ラ
フ
の
破
壊
様
態
の
新
た
な
考
え
方
＝
宝
永
型
と
安
政
型(

瀬
野

二
〇
一
一
） 

 

【
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
の
地
震
】（『
日
本
後
紀
』
逸
文
） 

※
『
日
本
後
紀
』
全
四
〇
巻
の
う
ち
一
〇
巻
の
み
現
存
、『
類
聚
国
史
』
と
『
日

本
紀
略
』
に
略
文
．
．
が
引
用
さ
れ
る
。
延
暦
十
三
年
は
欠
損
部
分
。 

① 

延
暦
十
三
年
正
月
己
丑
（
15
）
◆
地
震
。
（
『
類
聚
国
史
』一
七
一

地
震
） 

② 

延
暦
十
三
年
六
月
甲
寅
（
13
）
◆
地
震
。
（
『
類
聚
国
史
』一
七
一

地
震
・
『日
本
紀
略
』） 

③ 

延
暦
十
三
年
七
月
庚
辰
（
10
）
◆
震
于
宮
中
并
京
畿
官
舎
及
人

家
。
或
有
震
死
者
。
（
『日
本
紀
略
』） 

④ 

延
暦
十
三
年
九
月
辛
未
朔
（
1
）
◆
地
震
。
（
『
類
聚
国
史
』一
七

一
地
震
） 

⑤ 

延
暦
十
三
年
九
月
壬
申(

2)

◆
地
震
。
（
『
類
聚
国
史
』一
七
一

地
震
） 

⑥ 

延
暦
十
三
年
九
月
己
酉
（
3
）
◆
令
天
下
諸
国
、
三
日
之
内
、
禁

断
殺
生
。
以
講
仁
王
経
也
。
（『類
聚
国
史
』一
七
七
仁
王
会
、
一

八
二
禁
殺
生
） 

※
延
暦
十
三
年
に
未
知
の
地
震
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
。
地
震
カ
タ
ロ
グ

に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
地
震
（
宇
佐
美
一
九
九
六
）。 

 

【
南
海
道
の
付
け
替
え
】 

① 

『
続
日
本
紀
』
養
老
二
年
（
七
一
八
）
五
月
庚
子
◆
「
土
左
国
言

す
。
公
私
の
使
、
直
に
土
左
を
指
せ
ど
も
、
其
の
道
、
伊
与
国
を
経

る
。
行
程
迂
遠
に
し
て
、
山
谷
険
難
な
り
。
但
し
阿
波
国
、
境
土

相
接
し
、
往
還
甚
易
し
。
請
く
は
、
此
国
に
就
き
て
、
以
て
通
路

と
為
む
。
許
之
」。
↓
四
国
一
周
路
へ 

② 
『
日
本
後
紀
』
逸
文
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
二
月
丁
亥
◆
「
南

海
道
駅
路
迥
遠
に
し
て
、
使
令
通
じ
難
し
。
因
り
て
旧
路
を
廃
し

新
道
を
通
す
」。（『
日
本
紀
略
』） 

③ 

『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
正
月
甲
寅
◆
「
阿
波
国

駅
家
□
。
伊
予
国
十
一
。
土
佐
国
十
二
を
廃
す
。
新
に
土
佐
国
吾

椅
・舟
川
二
駅
を
置
く
」。 

 

富
士
山
の
噴
火
に
よ
る
足
柄
路
の
付
け
替
え
◆
「
相
摸
国
足
柄
路

を
廃
し
て
、
筥
荷
途
を
開
く
。
富
士
焼
砕
石
道
を
塞
ぐ
を
以
て

也
」。（『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
一
年
五
月
甲
戌
） 

 

宝
永
地
震
の
津
波
被
害
に
よ
る
白
須
賀
宿
の
移
転
（『
静
岡
県
史
』

別
編
2
、
自
然
災
害
誌
、
小
松
原
ほ
か
二
〇
〇
九
） 

※
南
海
道
の
付
け
替
え
が
地
震
に
関
連
し
た
可
能
性
。
昭
和
南
海
地
震
ク

ラ
ス
か
。
地
震
痕
跡
の
発
見
が
課
題
。 

 

二
、
平
安
京
社
会
の
混
乱 

八
月
壬
寅
朔
◆
昼
夜
地
震
二
度
。 

八
月
二
日
◆
昼
地
震
三
度
。 

八
月
四
日
◆
地
震
五
度
。
▼
是
日
。
達
智
門
上
に
気
有
り
。
煙
の
如
く
し
て

煙
に
非
ず
、
虹
の
如
く
し
て
虹
に
非
ず
、
飛
上
し
て
天
に
属
す
。

或
人
見
之
、
皆
曰
。
是
羽
蟻
也
。
時
人
云
。
古
今
未
有
如
此
之

異
。
陰
陽
寮
占
曰
。
当
有
大
風
洪
水
失
火
等
之
災
焉
。
【恠
異
】 

八
月
五
日
◆
昼
地
震
五
度
。
夜
大
震
。
京
師
の
人
民
、
廬
舎
よ
り
出
で
て
、

衢
路
に
居
す
。 

八
月
六
日
◆
釈
奠
之
礼
を
停
む
。
去
月
卅
日
、
木
工
寮
将
領
秦
千
本
、
検

校
修
造
職
院
、
地
震
に
驚
き
恐
れ
、
失
神
し
て
死
す
。
供
祭
所

司
此
穢
に
触
る
也
。
【
死
穢
】 

八
月
七
日
◆
未
時
地
震
。 

八
月
八
日
◆
羽
蟻
有
り
。
大
蔵
正
蔵
院
を
出
て
、
群
飛
び
て
天
に
竟
る
。
船

岳
に
属
し
、
其
気
虹
の
如
し
。
【恠
異
】 

八
月
九
日
◆
地
震
。 

八
月
十
三
日
◆
地
震
。
」
有
鷺
二
、
集
豊
楽
院
南
門
鵄
尾
上
。
【恠
異
】 

八
月
十
四
日
◆
子
時
地
震
。 

八
月
十
五
日
◆
未
時
有
鷺
、
集
豊
楽
殿
東
鵄
尾
上
。
【恠
異
】 

八
月
十
六
日
◆
寅
時
地
震
。 
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八
月
十
七
日
◆
今
夜
亥
時
、
或
人
告
。
行
人
云
。
武
徳
殿
東
縁
松
原
西
、
美

婦
人
三
人
有
り
、
東
に
向
け
て
歩
き
行
く
。
男
有
り
て
松
樹
下

に
在
り
。
容
色
端
麗
、
出
で
来
り
一
婦
人
と
手
を
携
さ
え
相
語

る
。
婦
人
精
感
、
共
に
樹
下
に
依
る
。
数
剋
之
間
、
音
語
不
聞
。

驚
怪
見
之
、
其
婦
人
手
足
、
折
落
在
地
、
无
其
身
首
。
右
兵
衛

右
衛
門
陣
宿
侍
者
、
聞
此
語
往
見
、
无
有
其
屍
。
所
在
之
人
、

忽
然
消
失
。
時
人
以
為
、
鬼
物
変
形
、
行
此
屠
殺
。
又
明
る
日

転
経
之
事
を
修
す
べ
し
。
仍
り
て
諸
寺
衆
僧
請
わ
れ
、
来
り
て

朝
堂
院
東
西
廊
に
宿
す
。
夜
中
覚
え
ず
し
て
騒
動
之
声
を
聞
く
。

僧
侶
競
い
て
房
外
に
出
る
。
須
臾
事
静
、
各
其
由
を
問
う
に
、
何

に
因
り
て
房
を
出
る
か
知
ら
ず
。
彼
此
相
怪
云
。
是
自
然
而
然

也
。
【恠
異
】 

八
月
是
月
◆
宮
中
及
び
京
師
、
此
の
如
き
不
根
之
妖
語
あ
り
。
人
口
卅
六

種
在
れ
ど
も
、
委
し
く
載
す
る
こ
と
能
わ
ず
。 

八
月
十
八
日
◆
宿
徳
の
名
僧
百
口
を
紫
宸
・大
極
両
殿
に
延
し
、
大
般
若

経
を
転
読
せ
し
む
。
限
三
個
日
、
攘
災
異
祈
年
穀
也
。 

八
月
廿
日
◆
卯
自
り
酉
に
及
ぶ
ま
で
、
大
風
雨
、
樹
を
抜
き
て
屋
を
発
す
。

東
西
京
中
、
居
人
廬
舎
、
顛
倒
甚
多
し
、
圧
殺
さ
る
者
衆
し
。
内

膳
司
桧
皮
葺
屋
顛
仆
す
。
采
女
一
人
其
中
に
宿
し
、
邂
逅
害
を

免
る
。
時
人
之
を
奇
し
と
す
。
「
鴨
水
・葛
野
河
、
洪
波
氾
溢
、
人

馬
通
わ
ず
。
【
大
洪
水
】 

八
月
廿
二
日
◆
太
政
大
臣
従
一
位
臣
藤
原
朝
臣
基
経
（
略
）等
、
上
表
請

立
皇
太
子
曰
（
略
）
。
是
夜
。
子
時
地
震
。
【聖
体
不
予
】 

八
月
廿
三
日
◆
未
時
地
震
。 

八
月
廿
四
日
◆
丑
時
地
震
。
寅
時
又
震
。 

八
月
廿
五
日
◆
詔
曰
。
（
略
）
第
七
息
定
省
、
年
廿
一
。
（
略
）其
削
臣
姓
、
以

列
親
王
。
（
略
）
【
定
省
の
親
王
復
帰
】 

八
月
廿
六
日
◆
天
皇
聖
体
乖
予
。
是
日
、
第
七
皇
子
諱
を
立
て
て
、
皇
太

子
と
し
た
ま
う
。
（略
）巳
二
刻
。
天
皇
崩
於
仁
寿
殿
。
于
時
春

秋
五
十
八
。
（
『日
本
三
代
実
録
』最
後
の
記
事
） 

※
天
皇
と
災
異
（
今
津
・
隈
元
二
〇
〇
七
）。 

※
死
霊
・
死
穢
・
物
怪
＝
九
月
・
十
月
に
は
恠
異
が
連
続
。
不
安
定
な
都
市

社
会
、
平
安
京
の
混
乱
（
西
山
二
〇
〇
四
・
京
樂
二
〇
〇
八
）。 

 

三 

鎮
魂
と
救
済 

 

仁
和
地
震
へ
の
対
応
（
租
税
免
除
・
無
利
子
貸
し
付
け
・
官
葬
） 

詔
。
（略
）去
年
七
月
卅
日
。
坤
徳
静
を
失
い
。
地
震
い
災
い
を
成
す
。
八
月

廿
日
亦
た
大
風
洪
水
之
沴
あ
り
て
、
前
後
重
害
に
遭
う
は
、
卅
有
余
国
。

或
は
海
水
泛
溢
し
。
人
民
魚
鼈
之
国
に
帰
す
。
或
は
邑
野
陥
没
し
。
廨
宇

は
蛟
龍
之
家
に
変
ず
。
（略
）
。
重
今
月
八
日
信
濃
国
、
山
頽
河
溢
。
唐
突

六
郡
、
城
廬
払
地
而
流
漂
。
戸
口
随
波
而
没
溺
。
百
姓
何
辜
。
頻
罹
此
禍
、

徒
発
疚
首
之
歎
、
①
冝
し
く
手
援
之
恩
を
降
す
べ
し
。
故
に
使
者
を
分

遣
し
、
就
き
て
慰
撫
を
存
せ
し
む
。
宜
し
く
詳
ら
か
に
實
覈
を
加
え
、
勤

め
て
優
恤
を
施
せ
。
②
其
れ
被
災
尤
甚
は
、
今
年
租
調
を
輸
す
こ
と
勿
れ
。

③
所
在
の
倉
を
開
き
賑
貸
し
、
其
生
業
を
給
え
。
④
若
し
屍
骸
未
だ
歛
ざ

る
は
、
官
埋
葬
せ
よ
。
⑤
光
沢
之
美
を
播
く
お
よ
ぼ
し
、
朕
が
納
隍
之
心

を
協
に
せ
よ
。
主
者
施
行
。
（『
類
聚
三
代
格
』
一
七
、
仁
和
四
（
八
八
八
）
年
五

月
二
八
日
詔
） 

 

 

仁
和
寺
の
建
立 

① 

太
政
官
符 

 

応
レ

置
二

仁
和
寺
年
分
度
者
二
人
一

事 

 
 

毘
盧
舎
那
業
一
人
、
摩
訶
止
観
業
一
人 

 
 

 

並
可
レ

兼
二

学
法
花
経
一
部
八
巻
金
光
明
経
一
部
四
巻
一 

右
彼
寺
別
當
権
律
師
法
橋
上
人
位
幽
仙
奏
状
稱
、
幽
仙
謹
縁
二

勅
命
一

、

勾
当
寺
家
、
而
建
立
年
浅
、
止
住
人
乏
。
何
況
伽
藍
在
二

山
陵
内
一

、
諸

人
去
来
不
必
自
由
。
夫
以
法
不
自
弘
、
弘
之
在
人
。
人
不
孤
立
。
立
之
縁

法
。
法
人
両
存
、
乃
得
興
隆
。
凡
伽
藍
者
翻
衆
園
。
是
則
所
以
大
衆
共
住

修
学
仏
法
者
矣
。
如
今 

聖
主
陛
下
、
近
為
レ

荘
二

厳
山
陵
一

、
遠
為
レ

興
二

隆
仏
法
一

、
建
二

立
精
舎
於
山
陵
一

。
奉
レ

廻
二

白
業
於 

聖
霊
一

。
廻
向
之

志
既
期
二

万
劫
一

、
紹
隆
之
誠
、
豈
限
二

一
代
一

。
謹
検
代
々
御
願
例
、
皆

有
年
分
度
者
。
幽
仙
昔
師
縁
、
久
住
叡
山
、
頗
以
禀
学
真
言
止
観
等
、
雖

未
探
其
深
奥
、
而
恒
致
帰
命
之
誠
、
且
夫
大
日
経
者
、
真
言
根
源
秘
蔵

至
極
。
其
止
観
者
禅
門
玄
枢
恵
蔵
明
鏡
、
安
鎮
国
家
之
基
、
興
顕
正
教

之
設
、
莫
如
此
二
法
。
望
請
、
天
裁
建
二

斯
両
宗
一

、
於
二

件
御
願
寺
一

、
毎

年
試
練
、
当
二

於 

先
帝
登
遐
之
日
一

、
授
二

沙
弥
戒
一

、
得
度
之
後
於
天

台
戒
壇
、
受
増
大
戒
。
受
戒
之
後
、
還
住
本
寺
。
昼
則
令
レ

転
二

読
金
光

明
妙
法
華
一

、
専
以
護
二

誓
聖
主
宝
祚
一

、
夜
則
念
二

持
弥
陀
真
言
等
一

、

一
向
奉
レ

廻
二

先
帝
聖
魂
一

。
件
年
分
僧
等
中
若
有
才
学
優
長
者
、
預
延

暦
寺
階
業
、
同
以
□
向
大
乗
、
鎮
護
国
家
。
同
以
菩
薩
戒
力
、
福
利
群
生
。

謹
録
事
状
、
伏
聴 

天
裁
者
。
正
三
位
行
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
民
部

卿
源
朝
臣
能
有
宣
。
奉 

勅
、
宜
依
来
奏
。 

 

寛
平
二
年
十
一
月
廿
三
日
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
） 

 

② 

太
政
官
符 

 

応
円
成
・
浄
福
両
寺
聴
衆
立
義
内
輪
転
逓
請
仁
和
寺
僧
事 

右
彼
寺
別
當
律
師
法
橋
上
人
位
観
賢
奏
状
稱
、
仁
和
寺
、
是
寛
平
御
代

奉
為
仁
和
先
帝
所
創
立
也
。
其
定
額
僧
十
口
、
皆
諸
宗
智
者
、
而
闕
一

寺
之
独
見
闕
三
会
之
多
聞
。
（略
）
望
請 

処
分
。
三
寺
輪
転
、
逓
令
請
用

三
会
聴
衆
、
二
会
立
義
。
謹
請 

天
裁
者
。
左
大
臣
宣
、
奉
勅
、
依
請
。
立

為
恒
例
。 

 

延
喜
七
年
五
月
二
日
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
） 

 

※
仁
和
四
年
八
月
一
七
日
、
新
造
の
西
山
御
願
寺
で
周
忌
御
斎
会
。「
伽
藍
在
山
陵

内
」
・「
建
立
精
舎
於
山
陵
」＝
小
松
山
陵
（
後
田
邑
陵
・
光
孝
天
皇
）
の
兆
域
に

仁
和
寺
を
建
立
。
宇
多
天
皇
に
よ
る
発
願
（
福
山
一
九
八
三
）。 

※
「
昼
則
令
転
読
金
光
明
妙
法
華
、
専
以
護
誓
聖
主
宝
祚
、
夜
則
念
持
弥
陀
真
言
、

一
向
奉
廻
先
帝
聖
魂
」。
仁
和
寺
は
光
孝
天
皇
の
死
霊
鎮
送
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

浄
土
願
生
・
鎮
魂
呪
術
（
平
一
九
九
二
・
中
林
二
〇
〇
七
）。 

 

お
わ
り
に
『
方
丈
記
』
養
和
飢
饉 

 

仁
和
寺
に
隆
曉
法
印
と
い
ふ
人
、
か
く
し
つ
數ゝ
知
ら
ず
死
ぬ
る
こ
と
を
悲
し

み
て
、
そ
の
首
（こ
う
べ
）
の
見
ゆ
る
ご
と
に
、
額
に
阿
字
を
書
き
て
、
縁
を
結
ば
し

む
る
わ
ざ
を
な
ん
せ
ら
れ
け
る
。
人
數
を
知
ら
む
と
て
、
四
・五
兩
月
を
數
へ
た

り
け
れ
ば
、
京
の
う
ち
、
一
条
よ
り
は
南
、
九
条
よ
り
北
、
京
極
よ
り
は
西
、
朱

雀
よ
り
は
東
の
、
路
の
ほ
と
り
な
る
頭
、
す
べ
て
四
万
二
千
三
百
余
り
な
む
あ

り
け
る
。 

 

【
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献
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足
利
健
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（
一
九
九
五
）『
考
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日
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古
代
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明
堂
。 

石
橋
克
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（
一
九
九
九
）「
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史
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巨
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地
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．
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前
半
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と
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石
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二
）。 

今
津
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・
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元
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の
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と
聖
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皇
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条
里
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都
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研
究
』
二
二
）。 

宇
佐
美
龍
夫
（
一
九
九
六
）『
新
編
日
本
被
害
地
震
総
覧
〔
増
補
改
訂
版
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東
京
大
学
出
版
会
。 

小
松
原
純
子
ほ
か
（
二
〇
〇
九
）「
東
海
道
白
須
賀
宿
付
近
の
堆
積
物
に
記
録
さ
れ
た
歴
史
時
代

の
津
波
と
高
潮
」（『
歴
史
地
震
』
二
四
）。 
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矢
田 

勝
（
一
九
九
四
）「
埋
蔵
文
化
財
調
査
の
な
か
で
発
見
さ
れ
た
平
安
時
代
の
表
層
地
滑
り

痕
跡
― 

静
岡
平
野
北
部
の
静
清
バ
イ
パ
ス
関
連
の
遺
跡
発
掘
現
場
か
ら
―
」『
静
岡

地
学
』
七
〇
。 

 

早
川
由
紀
夫
（
二
〇
一
〇
）「
平
安
時
代
に
起
こ
っ
た
八
ヶ
岳
崩
壊
と
千
曲
川
洪
水
」（『
日
本
地

球
惑
星
科
学
連
合
二
〇
一
〇
年
大
会
予
稿
集
（D

ISK
2

）』 

福
山
敏
男
（
一
九
八
三
）「
仁
和
寺
の
創
立
」『
寺
院
建
築
の
研
究
』
下
、
中
央
公
論
美
術
出
版
。 

弘
文
館
）。 

中
林
隆
之
（
二
〇
〇
七
）『
日
本
古
代
国
家
の
仏
教
編
成
』
塙
書
房
。 

西
山
良
平
（
二
〇
〇
四
）『
都
市
平
安
京
』
京
都
大
学
出
版
会
。 

http://w
w

w.eri.u-tokyo.ac.jp/seno/Papers/jisin.nankai.eq.pdf 

平 

雅
行
（
一
九
九
二
）『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房
。 

都
司
嘉
宣
（
二
〇
〇
六
）「
日
本
に
お
け
る
歴
史
津
波
」（
北
原
糸
子
編
『
日
本
災
害
史
』
吉
川

断
層
・
古
地
震
研
究
報
告
』
１
）。 

瀬
野
徹
三
（
二
〇
一
一
）「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
―
そ
の
破
壊
の
様
態
と
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
新
た
な
考
え
―
」

寒
川 
旭
（
一
九
九
二
）『
地
震
考
古
学
』
中
央
公
論
社
。 

寒
川 

旭
（
一
九
九
七
）『
揺
れ
る
大
地 

日
本
列
島
の
地
震
史
』 

同
朋
舎
出
版
。 

寒
川 

旭
（
二
〇
〇
一
）「
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
地
震
痕
跡
に
よ
る
古
地
震
研
究
の
成
果
」（『
活

3 

京
樂
真
帆
子
（
二
〇
〇
八
）『
平
安
京
都
市
社
会
史
の
研
究
』
塙
書
房
。 


